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問
／
次
の
と
お
り
策
を
提
案
す
る
が
、
ど
う
か
。

提
案
１
：「
町
家
・
雁
木
保
全
条
例
」
を
制
定
し
、
町

家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
へ
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
。

提
案
２
：
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
を
有
す
る
町
家
を
活

用
し
、
特
徴
あ
る
新
た
な
街
並
み
を
形
成
す
る
。

「
街
の
姿
」
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
①
「
ほ
っ
と
一
息
つ
け

る
・
心
が
和
む
ま
ち
」
と
し
て
町
家
の
住
環
境
の
質
を

高
め
、
快
適
な
生
活
、
町
家
カ
フ
ェ
等
で
の
交
流
、
歴

史
文
化
の
味
わ
い
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
環
境
へ
導
く
。

②
「
ふ
と
振
り
向
い
て
し
ま
う
・
心
地
よ
い
生
活
空
間
」

と
し
て
画
家
・
陶
芸
家
等
の
卵
や
大
学
生
等
が
居
住
・

活
動
・
飛
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。
訪
れ
る
人
が「
本

物
」
の
魅
力
、
芸
術
文
化
に
親
し
め
る
と
と
も
に
、
気

楽
に
立
ち
寄
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
へ
導
い
て
い
く
。

提
案
３
：「
マ
マ
・
パ
パ
子
育
て
応
援
ハ
ウ
ス
」
を
設

立
す
る
。
①
高
田
区
・
直
江
津
区
の
中
心
市
街
地
に
１

か
所
ず
つ
設
置
す
る
。
②
点
在
し
て
い
る
子
育
て
関
係

施
設
を
一
体
化
し
、
親
の
要
望
・
希
望
を
極
力
か
な
え
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
す
る
な
ど
、
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
。
③
乳
幼
児
を
預
け
た
後
、
保
育
や
各
保
育

園
へ
の
送
迎
は
全
て
「
応
援
ハ
ウ
ス
」
で
対
応
す
る
。

④
空
き
町
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
活
用
す
る
。

答
／
個
人
資
産
で
あ
る
町
家
の
街
並
み
を
保
全
・
整
備

す
る
経
費
の
補
助
、
そ
の
根
拠
と
な
る
条
例
を
制
定
す

る
考
え
は
な
い
。
現
在
の
子
育
て
関
係
施
設
は
既
に
喜

ば
れ
て
お
り
、提
案
の
施
設
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

問
／
外
国
人
市
民
へ
の
更
な
る
支
援
拡
充
が
必
要
で
は
。

答
／
令
和
２
年
度
は
相
談
窓
口
の
開
設
時
間
拡
充
と
自

動
翻
訳
機
の
配
置
を
行
っ
た
。
支
援
拡
充
を
検
討
す
る
。

問
／
災
害
時
の
適
切
な
避
難
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
／
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
多
言
語
で
発
信
し
て
い
く
。

問
／
外
国
人
・
帰
国
児
童
生
徒
へ
の
教
育
支
援
は
。

答
／
個
別
の
日
本
語
指
導
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
保

護
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
支
援
し
て
い
く
。

　
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
　
不
登
校
支
援
は

問
／
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
を
学
校
の
出
席
扱
い
や

成
績
評
価
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

答
／
一
定
の
要
件
を
確
認
で
き
れ
ば
各
学
校
長
の
判
断

に
お
い
て
出
席
扱
い
や
学
習
評
価
も
可
能
と
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
結
婚
披
露
宴
の
支
援
は

問
／
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

Ｗ
ｅ
ｄ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
」
と
し
て
後
押

し
し
、ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
の
需
要
回
復
に
つ
な
げ
て
は
。

答
／
特
定
の
業
界
に
限
っ
た
支
援
は
難
し
い
。「
事
業

者
経
営
支
援
金
」
な
ど
の
制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
水
族
博
物
館
「
う
み
が
た
り
」
の
在
り
方
は

問
／
水
族
館
の
新
た
な
展
開
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
／
鯨
類
の
安
定
的
な
飼
育
を
大
前
提
に
、
指
定
管
理

者
と
し
っ
か
り
協
議
し
、
市
内
外
か
ら
来
館
い
た
だ
け

る
よ
う
全
国
に
発
信
で
き
る
水
族
館
に
し
て
い
き
た
い
。

問
／
今
冬
の
豪
雪
に
よ
っ
て
、
海
岸
部
の
保
安
林
は
３

０
０
本
に
及
ぶ
倒
木
や
枝
折
れ
な
ど
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
保
安
林
は
飛
砂
や
防
風
、
塩
害
な
ど
か
ら
民
家

や
鵜
の
浜
温
泉
地
を
守
る
役
割
が
あ
り
、
ま
た
、
海
水

浴
場
に
接
す
る
四
ツ
屋
浜
の
保
安
林
は
観
光
や
キ
ャ
ン

プ
、ア
ス
レ
チ
ッ
ク
に
親
し
む
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
場
と
し
て
生
活
に
ゆ
と
り
を
提
供
す
る
な
ど

の
保
健
機
能
、
風
致
林
の
役
割
が
あ
る
。
関
係
町
内
会

で
は
、
連
日
倒
木
な
ど
の
処
理
作
業
に
当
た
っ
て
い
る

が
、
高
齢
化
も
あ
り
、
処
理
作
業
は
大
変
で
あ
る
。
費

用
も
含
め
、
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
／
現
場
は
確
認
し
て
い
た
が
、
現
場
の
人
た
ち
に
対

し
て
の
対
応
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
は
お
詫
び
し
た
い
。

通
常
維
持
管
理
に
使
用
す
る
緑
の
募
金
森
づ
く
り
事
業

の
配
分
額
上
限
を
30
万
円
か
ら
50
万
円
に
拡
大
す
る
。

倒
木
処
理
を
行
っ
た
町
内
会
に
つ
い
て
被
災
証
明
書
が

あ
れ
ば
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
処
分
費
を
減
免
す
る
。

キ
ャ
ン
プ
場
等
は
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
適
切
に
処
理
す

る
。
野
外
活
動
施
設
は
４
月
、
大
潟
キ
ャ
ン
プ
場
は
５

月
に
向
け
準
備
し
て
い
る
。

問
／
ぜ
ひ
現
場
で
話
を
聞
き
、

励
ま
し
て
ほ
し
い
。
今
回
の

支
援
策
も
周
知
し
て
ほ
し
い
。

答
／
町
内
会
の
方
々
の
話
を

お
聞
き
し
、
今
回
の
制
度
の

内
容
も
伝
え
て
い
き
た
い
。

蘇
ら
せ
る　

中
心
市
街
地

�

（
高
田
区
・
直
江
津
区
）

外
国
人
市
民
に

�

や
さ
し
い
日
本
語
で
話
そ
う
！

海
岸
保
安
林
は
被
害
甚
大

�

処
理
作
業
に
支
援
を

丸
山
　
章
（
無
所
属
）

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子
（
み
ら
い
）

上
野
　
公
悦
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

被害のあった保安林


